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世紀の変 わり目である西暦2000 年までにあと1 年余を残すのみとなり、年初来21 世紀を展望 する
エネルギー需給や貿易問題について、国内外において政府間レベル（APEC 沖縄会議）や民間団体
（経団連一石炭エネルギーセンター、 日本エネルギー経済研究所 など）による各種の催しが行われ





①世界の石炭需要見通しは1996 年の46 億8800 万 トンが、2020 年 には78 億2600 万トンヘ と、31
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第1 ［1 世 界 石 炭 需 要 見 通 し
原典:EIA,InternationalEnersyOuilook1998 年より作成




第2 図 ア ジ ア 地 域 の 石 炭 需 要 見 通 し （ 除 く 日 本 ）
原典:EIA.InlernalionalEnergyOutlook1998 年より作 成
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← 新 規 操 業 開 始 （ 坑 内 掘 り ）
－
第3 図 水 平 移 動 度 と 深 部 移 行 度 の 実 績
出所:JCB その他豪州資料により作成：中嶋滋夫
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新 規操 業開始 （露天 掘り ）



















③第4 図に豪州NSW 州の天然資源局（Dept.ofNaturalResources ）の発表している地上
施設や環境条件 と石炭資源採掘BREAKUPOF
エリア との関係 を示 す4)。これNSWCOALRESOURCES
によると、賦存資源量を100 とし 圖MININGPROHIBITED
た場合、NSW 州 の規制 を無条 □UNECONOMICCOAL
件に免 れて採掘対象となりうる 口EXISTINGPROJECTS
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第5 図 ア メ リ カ を 除 く 世 界 の 低 品 質 炭 生 産 推 移(BP 統 計 よ り 作 成 ）
出所：「革新的エ ネルギー技術の実 用化 に関する基礎調査一一 石炭の部 （内山 直樹）」、新エ ネルギ ・ー産業技









は我が国で経験した移動率(100m/ 年) の120倍にも達する。水平移動率は海際( 工業地
帯や輸出港湾) に近い炭田開発から始まり、この炭田が20～50年後には枯渇し、次段階




















































第1 表 種々の採掘制限を考慮した場合の可採炭量(NSW 州）
項 目 係 数 炭量（億t ） 係 数 炭量(億 〇
総 資 源 量 1,568* 1.568
採 掘 制 限 外 52％* 815 18％ 282










安 全 率 0.22** 62 22
選 炭 歩 留 0.9* 56 20
可 採 炭 量 56 20
採 炭 量 ／年 1.08* 1.08
可 採 年 数 (52年) (19年)
＊平成8 年度海外炭輸入基盤整備促進調査「今後の豪州炭の安定供給の課題」 新エネルギ ・ー産業
技術総合開発機構（エネ研）、平成9 年3 月
＊＊豪州、日本実績を踏まえた筆者による想定値
中国の場合を見てみよう。中国の可採埋蔵量 は1,145億トンで、年間生産量は1996 年において14 億
トン弱である。従って可採年数は82 年程度 になる。しかるに、中国の水平移動率は15km/ 年と豪州の1.25
倍、そして我が国実績の実に150 倍に相当する10)。中国の場合は詳しいデータがないので軽々 に
は論じ られないが、既 に石炭採掘のフロントラインは海際から始 まって、今は山西省、陳西省、内
蒙古自治区西部のエネルギー基地 に達している （第6 図 炭田番号9,10＝華北区・山西省、同8 ＝西
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第2 表2000 年各規劃区媒炭調運平衡表 単位：万t
産 量 消 費 量 調出( 十)、調入( －)
全 国 140,000 138,400 1,600





















































































































































出 □ 1,600 1,600
注1 ＊一 一公路調出500 万t, ＊＊一 一公路調出100 万t
出所：中国煤炭工業統計提要（1949－1991）
全 中 国 地 域 別 主 要 炭 田 分 布 図
6-5-4s 書
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第6 図 中 国 煤 田 分 布 示 意 図l
一三江穆枝 区,2 －遼北区,3 －輝江区,4 －遼 河太子河区,5 －遼 西区，6－京唐区"t 内蒙 東部区,8 －顎ホ多斯煤田,9 一大寧煤田,10 ―沁水煤田，
目 一太行山東麓煤田,12 － 像西区，13 －蘇魯像院区,I4 － 浙蘇mm) 区,15 一 部東南区,16 － 湘領専区,17 －間男 区,18 －桂中 区,19 －鈴渦川 区，20






































































































































































出所 ：「主要産炭地 域にお ける石炭資 源経済性評価にか かる高m 化情報システム確立の ための調査」、中嶋 滋夫 他、新エネル ギー・産業技術総合開
発機構(NEDO) 、平成6 年3 月
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現価率（i＝O.I5） 各年の現在価値 現価率（i＝0.16） 各年の現在価値






































％ ＝15.3 ％,ROR （i）＝15.3 ％














開発機構（NEDO ）、委託調査先：財団法人日本エネルギー経済研究所、平成9 年3 月10
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）「資源経済性評価法」、中嶋滋夫、東京大学工学部資源開発工学科テキスト、平成元年15
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EconomicalEvaluationMethodoftheWorldCoalResources
(TheFirstReport)FIRRMethod
FacultyofRegionalDevelopmentStudies,ToyoUniversity
ProfessorShigeoNAKAJIMA
Asupplyanddemandproblemofcoalenergyinthe21stcenturyispredicted
togiverisetoutterconfusion.Thedemandoncoalenergyisexpectedtogrowby
1.7timesthecurrentdemandbytheyear2020leadbyAsianregions.Today,the
priceofcoalperlOOOkcalisdroppingalongwiththesluggishoilprice.Andthus,
evenifthereisanincreaseindemand,thepricewillbehelddownandthe
productionbalancewillweaken.Itratherthreatenscontinuanceoftheexisting
coalmines.
Astheabovementionedexampleofthecasewithcoalindicates.inorderto
solvesuchacontradiction.weneedtoseizeeconomicallymineablecoalreserves.
Numberofthoseunsolvedproblemsconcerningenergysupplyanddemandare
mostlyresultedfromnotpursuinganevaluationoftheeconomicallymineable
reservesofbothcoalandoilonagloballevel 。Aneconomicalevaluationmethodstandardizedinternationallyforeconomi-callymineablereserveshasneverbeenneededbef(:)reandtherefore,ithasnotyetbeendeveloped.Asthefirstreportonthedevelopmentofeconomicalandtechnicalmethodtosearchfortheglobaleconomicallymineablereserves,thisthesisdiscussedmeritsoftheFIRRmethod.Itisgeneralizedmostthesedaysasaneconomicalevaluationmethodforresourcedevelopmentprojects.Thethesisalsodiscussespossibilitiesofapplyingthemethodforthesaidpurpose.
